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第条　５　組合員（連合会にあっては、会員たる組合の組合員）の総数が
政令で定める基準を超える組合は、監事のうち１人以上は、当該組合の組
合員又は当該組合の組合員たる法人の役員若しくは使用人以外の者であっ
て、その就任の前５年間当該組合の理事若しくは使用人又はその子会社
（組合が総株主（総社員を含む）の議決権（株主総会において決議するこ
とができる事項の全部につき議決権を行使することができない株式につい
ての議決権を除き、会社法第条第３項の規定により議決権を有するも
のとみなされる株式についての議決権を含む）の過半数を有する会社をい
う。以下同じ）の取締役、会計参与（会計参与が法人であるときは、その
職務を行うべき社員）、執行役若しくは使用人でなかったものでなければ
ならない。

　組合員の総数が政令で定める基準（人以上）においては、監事のうち
１人以上は、員外監事を置く。この場合、員外監事は、組合員又は組合の組
合員たる法人の役員若しくは使用人以外のものであって、かつ、その就任前
５年間に当該組合又はその子会社の取締役、会計参与、執行役若しくは使用
人でなかったものでなければならない。
第条　２　組合と役員との関係は、委任に関する規定に従う。
　組合と役員との関係について、改正前の第条では商法の規定準用という
ことで、準用条文番号〔商法第条の３（取締役と会社との関係）〕だけ
が示されていたものを、振興組合法の本条として書き起こす「正条文化」が
なされた。そして、商法第条の３自体が民法第３編「債権」第１章「総
則」第節の「委任に関する規定」（第条～第条）を準用する形であ
ったが、直接、この規定を準用することとした。
　このため、組合の総会における役員選出手続に従って選出された理事又は
監事候補者が就任を承諾（組合からの委任契約の申し入れに対する理事又は
監事候補者の承諾）することによって委任契約が成立し、善良なる管理者の
注意（善管注意義務）をもって組合から委任された事務を処理する義務を負
うなど、委任の規定に従うこととされている。
■役員の資格等
第条　３　次に掲げる者は、役員となることができない。
　　１．法人
　　２．成年被後見人若しくは被保佐人又は外国の法令上これらと同様に取

り扱われている者
　　３．この法律、会社法若しくは中間法人法（平成年法律第号）の規

定に違反し、又は民事再生法（平成年法律第号）第条、第
条、第条から第条まで若しくは第条の罪若しくは破産法
（平成年法律第号）第条、第条、第条から第条まで
若しくは第　　条の罪を犯し、刑に処せられ、その執行を終わり、又
はその執行を受けることがなくなった日から２年を経過しない者

　　４．前号に規定する法律の規定以外の法令の規定に違反し、禁錮以上の
刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがな
くなるまでの者（刑の執行猶予中の者を除く）

　現行では役員の資格要件について特段の規定はないが、会社法の規定に違
反し、刑の執行終了から２年を経過しない者等については役員となることが
禁止される。
■役員の任期の変更
第条　１　理事の任期は、２年以内において定款で定める期間とする。
　２　監事の任期は、４年以内において定款で定める期間とする。
　３　設立当時の役員の任期は、前２項の規定にかかわらず、創立総会にお

いて定める期間とする。ただし、その期間は１年を超えてはならない。
　４　前３項の規定は、定款によって、前３項の任期を任期中の最終の決算

期に関する通常総会の終結の時まで伸長することを妨げない。
　５　前３項の規定にかかわらず、監事の監査の範囲を会計に関するものに

限定する旨の定款の定めを廃止する定款の変更をした場合には、監事の
任期は、当該定款の変更の効力が生じた時に満了する。

　理事の任期については「２年以内において定款に定める期間」、監事につ
いては「４年以内において定款で定める期間」とされる。
　任期は確定年数をもって定款に記載すべきものである。ただし、「○年」
との記載方法のみが確定数ではなく、「理事○年又は任期中の第○回目の通
常総会の終結時までのいずれか短い期間」という記載の方法についても確定
数として扱われる。
　また、第４項は、「任期伸長規定」であり、役員の任期を２年とする場合、
２年を超える通常総会まで役員の任期を伸長できることとする規定である。
　これは、役員は通常総会で選出されるが、通常総会の会日が年度によって
異なることがあり得るので、この場合、役員の任期が通常総会の会日が異な
るのに応じて短縮又は伸長され、常に通常総会の終結の時をもって満了する
ように定めるのが便宜とするものである。
　また、任期伸長規定を定めることによって、通常総会において決算関係書
類を承認するに当たって、決算期当時の役員に現任者としての説明の任に当
たらせることができ、より適正な運営が期待できる。
　通常総会が所定の時期に開催されないときに、役員の任期がいつ満了する
かに関しては、総会の本来開催されるべき時期の経過によって当然に満了す
ると解されており（株式会社の取締役の任期に関する通説・判例）、任期伸
長規定のみでも任期が不定となることはないとされている。
　任期は、組合と役員との委任契約の存続期間であるから、一般の機関の計
算に従い、その起算日は役員として就任した日の翌日とされている。
　また、設立当時の役員の任期は、創立総会において１年を超えない範囲内
で定めた期間としなければならない（第３項）が、前述の任期伸長規定によ
り、定款に記載すれば、最初の通常総会の終結時までとすることができる。
なお、合併によって設立された組合の初代役員の任期は最初の通常総会の日
までである（第条第２項）。
■役員に欠員を生じた場合の措置
第条　２　役員が欠けた場合又はこの法律若しくは定款で定めた役員の員
数が欠けた場合には、任期の満了又は辞任により退任した役員は、新たに選
任された役員が就任するまで、なお役員としての権利義務を有する。
第条の３　理事は、法令、定款及び規約並びに総会の決議を順守し、組合
のため忠実にその職務を行わなければならない。

　２　監事は、理事の職務の執行を監査する。この場合において、監事は経済
産業省令で定めるところにより、監査報告を作成しなければならない。

　３　理事については会社法第条第１項、同法第条第３項の規定によ
り読み替えて適用する同条第１項及び同法第条の規定を、監事につ
いては同法第条第１項及び第２項、第条第１項から第３項まで、
第条（第１項を除く）、第条、第条第１項本文、第２項及び
第３項並びに第条から第条までの規定をそれぞれ準用する。この
場合において、同法第条第１項及び第２項中「会計参与」とあるの
は「監事」と、同法第条中「取締役・取締役会設置会社」にあって
は「取締役会」とあるのは「理事会」と、同法第条中「法務省令」
とあるのは「経済産業省令」と、同法第条中「監査役設置会社（監
査役の監査の範囲を会計に関するものに限定する旨の定款の定めがある
株式会社を含む）」とあり、及び「監査役設置会社」とあるのは「組合」
と読み替えるものとするほか、必要な技術的読替えは、政令で定める。

　４　組合員（連合会にあっては、会員たる組合の組合員）の総数が第条
第５項の政令で定める基準を超えない組合は、第２項の規定にかかわら
ず、その監事の監査の範囲を会計に関するものに限定する旨を定款で定
めることができる。

　５　前項の規定による定款の定めがある組合においては、理事については
会社法第条、第条第１項及び第条の規定を、監事について
は同法第条第２項から第７項までの規定をそれぞれ準用する。こ
の場合において、同条第２項、第３項及び第４項第２号中「法務省令」
とあるのは「経済産業省令」と読み替えるものとするほか、必要な技
術的読替えは、政令で定める。

■理事の忠実義務（第１項）
　理事は民法の委任の規定に従い、善良な管理者の注意をもって職務を執行

する義務を負っているが、さらに高度な義務として、法令、定款、規約の定
め、総会の決議を順守し、組合のため忠実に職務を執行する義務を負ってい
る。
■監事の権限強化（第２項）と監査権限限定組合（第４項）
　監事には会計監査に加えて業務監査権限が付与されており、理事の職務執
行を監督するとともに、経済産業省令に従って監査報告を作成しなければな
らない。
　なお、組合員の総数が政令で定める数（人）未満の組合においては、
監事の権限を会計監査に限定することを定款で定めることができる。こうし
た監査権限限定組合にあっては、理事会の招集権を組合員に付与するなど、
組合員の権限を強化している（第条）。
■理事、監事及び組合員の権利義務に関する会社法等の準用（第３項）　監
事が業務監査を行う組合にだけ適用される措置
　理事は、組合に著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見した場合は、
直ちに監事に報告しなければならない。６カ月以上継続して組合員である者
は、理事が組合の目的以外の行為や法令・定款に違反する行為をしたり、す
るおそれがある場合において、組合に回復することができない損害が生ずる
おそれがあるときは、理事に対し当該行為の差止請求をすることができる。
　監事は、いつでも、理事や会計責任者等に対して事業の報告を求めたり、
組合あるいは必要な範囲内で子会社の業務・財産の状況を調査することがで
きる。理事が不正行為をしたり、するおそれがあるとき、あるいは法令・定
款に違反する事実や著しく不当な事実を発見した場合は、遅滞なく、理事会
に報告しなければならない。理事会に出席し、必要に応じて、意見を述べる
等の義務も負う。また、理事が総会に提出しようとする議案、書類その他省
令で定めるものを調査し、法令・定款違反や著しく不当な事項を発見したと
きは、その調査結果を総会に報告しなければならない。
　さらに、監事は、理事が組合の目的以外の行為や法令・定款に違反する行
為をしたり、するおそれがある場合において、組合に著しい損害を及ぼすお
それがあるときは、理事に対し当該行為の差止請求をすることができる。
　組合と理事との間の訴えにおいては、監事が組合を代表する。また、６カ
月以上継続して組合員である者は、組合に対し、書面等によって理事の責任
を追及する訴えの提起を請求できるが、その際に、組合が提起の請求や訴訟
告知、和解内容の通知及び催告を受ける場合も、監事が組合を代表する。
★組合全般に適用される措置
　理事の報酬等について、定款に定めがないときは、総会の決議による。
　理事は、監事の選任に関する議案を総会に提出するには、監事の同意（２
人以上いる場合には、その過半数）を得なければならない。また、監事は、
理事に対し、その選任を総会の目的とすることや選任に関する議案を総会に
提出することを請求することができる。
　監事は、総会において、その選任や解任について意見を述べることができ
る。また、辞任した者は、辞任後最初に招集される総会に出席して辞任した
旨及びその理由を述べることができるので、理事は辞任者に対し、総会を招
集する旨及びその日時・場所を通知しなければならない。
　監事の報酬等について、定款にその額を規定していないときは、総会の決
議等による。
　監事は職務の執行についての必要な費用等を組合に対して請求できる。
■監査権限限定組合における理事、監事及び組合員等の権利義務に関する会
社法等の準用（第５項）
　理事は、組合に著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見した場合は、
直ちに組合員に報告しなければならず、また、６カ月以上継続して組合員で
ある者は、理事が組合の目的以外の行為や法令・定款に違反する行為をした
り、するおそれがある場合において、組合に著しい損害を及ぼすおそれがあ
るときは、理事に対し当該行為の差止請求をすることができる。組合と理事
との間の訴訟については、総会で組合の代表者を定めることができ、この場
合、総会の定めがなければ、理事会で代表者を定められるとしている。
　監事は、省令に従って監査報告を作成しなければならない。その際、いつ
でも、会計帳簿やこれに関する資料（書面又は電磁的記録に記録された事項
を表示したもの）の閲覧・謄写をし、理事や会計責任者等に対して会計に関
する報告を求めることができる。さらに、この権限行使に必要な範囲内で組
合あるいは子会社に対して会計に関する報告を求めたり、業務・財産状況を
調査することもできる。また、理事会が総会に提出しようとする会計に関す
る議案、書類その他省令で定めるものを調査し、その結果を総会に報告しな
ければならない。
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ち
」
（

・
０
％
）
の
ほ
う

が
や
や
高
い
。
「
高
齢
者
の

配
偶
者
」
「
防
止
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
「
高
齢
者

の
子
ど
も
」
「
自
治
会
」
の

４
項
目
は
他
の
項
目
に
比
べ

て
、
「
同
居
」
の
回
答
が

「
別
居
」
よ
り
も
高
く
双
方

の
差
異
が
大
き
い
。
親
と

「
同
居
」
し
て
い
る
者
の
ほ

う
が
、
万
引
き
防
止
の
た
め

に
「
家
族
、
仲
間
、
地
域
と

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を

重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
そ
の
他
で
は
「
同
居
」
と

「
別
居
」
の
順
位
は
同
じ
傾

向
に
あ
る
。

Ｑ
８
　
親
が
高
齢
に
な
る
に

伴
っ
て
、
そ
の
子
ど
も
の
世

代
は
「
親
の
万
引
き
を
防
止

す
る
こ
と
」
に
気
づ
か
う
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
か

　
全
体
で
み
る
と
、「
必
要
」

（

・
０
％
）
、
「
ま
あ
必

要
」
（

・
０
％
）
が
合
わ

せ
て

・
０
％
と
半
数
を
超

え
る
。

　
「
必
要
な
い
」
（
３
・
０

％
）、「
あ
ま
り
必
要
な
い
」

（
３
・
０
％
）
は
合
わ
せ
て

６
・
０
％
と
非
常
に
少
な
い
。

　「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

（

・
０
％
）
が
３
割
近
く

あ
る
。

　
親
と
同
居
・
別
居
で
も
ほ

ぼ
同
じ
傾
向
に
あ
る
。

※
子
ど
も
・
青
少
年
は
「
小

学
生
か
ら
高
校
生
」
、
高
齢

者
は
「

歳
以
上
」

※
以
上
を
も
っ
て
同
シ
リ
ー

ズ
は
終
了
い
た
し
ま
す
。

　
大
田
区
商
店
街
連
合
会
で

は
、
創
意
工
夫
や
新
し
い
ア

イ
デ
ア
の
組
み
合
わ
せ
を
支

援
す
る
「
大
田
区
　
モ
デ
ル

商
店
街
事
業
」
の
第
１
部

「
事
業
ア
イ
デ
ア
の
募
集
」

で

事
業
を
採
択
し
た
。
８

月

日
～
９
月

日
に
は
、

第
２
部
「
実
施
（
モ
デ
ル
商

店
街
創
出
事
業
）
」
支
援
の

応
募
も
受
付
予
定
で
、
今
回

の

事
業
は
支
援
金
や
審
査

加
点
が
得
ら
れ
る
。

　
採
択
事
業
は
以
下
の
通
り

（
▼
採
択
先
＝
概
要
の
順
）。

▼
（
株
）
タ
ビ
マ
ッ
プ
＝
外

国
人
旅
行
者
現
地
Ｐ
Ｒ

▼
（
株
）
横
浜
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
＝
ぼ
く
ら
の
秘
密
基
地

と
マ
マ
の
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
　

▼
（
株
）
横
浜
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
＝
商
店
街
の
謎
を
解
く

「
リ
ア
ル
宝
さ
が
し
」
　
　

▼
ア
ー
ス
フ
レ
ン
ズ
東
京
Ｚ

＝
「
体
も
心
も
ぽ
か
ぽ
か
祭

㏌
○
○
」
～
ス
ポ
ー
ツ
×
美

食
×
銭
湯
～
　

▼
石
川
台
希
望
ヶ
丘
商
店
街

振
興
組
合
＝
昭
和
の
遊
び
マ

イ
ス
タ
ー
登
録
に
よ
る
地
域

の
触
れ
合
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
強
化
事
業
　
　
　
　

▼
一
般
社
団
法
人
羽
田
ヴ
ィ

ッ
キ
ー
ズ
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
＝
商
店
街
×

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
連
携
事
業

▼
株
式
会
社
日
報
＝
親
お
よ

び
親
子
の
子
育
て
支
援
と
近

隣
住
民
、
商
店
街
と
の
協
力

し
あ
え
る
つ
な
が
り
つ
く
り

の
た
め
の
「
お
や
こ
ヨ
ガ
」

教
室
の
開
催
　

▼
株
式
会
社
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　

ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
ｓ
＝
空
き
店
舗
を
利
用

し
た
親
子
教
室
　
　

▼
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
ト
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
商
店
街

共
通
提
携
カ
ー
ド
活
用
に
よ

る
商
店
街
の
来
店
促
進
策
　

▼
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
コ
ム
大

田
＝
～
外
国
人
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
！
～
「
外
国
人
誘
致

の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

来
客
誘
導
動
画
制
作
」
　
　

▼
蒲
田
女
子
高
等
学
校
＝
日

の
出
銀
座
商
店
街
×
蒲
田
女

子
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
商
店
街
の
抱
え
る
高
齢
化

や
空
き
店
舗
等
の
問
題
を
解

消
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

安
全
・
安
心
や
子
育
て
支
援

な
ど
の
担
い
手
と
な
る
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
目
的
と
し
て
、

東
京
都
と
（
公
財
）
東
京
都

中
小
企
業
振
興
公
社
で
は
今

年
も「
商
店
街
リ
ー
ダ
ー
塾
」

を
開
講
し
た
。
７
月

日
に

は
第
２
回
講
習
会
が
自
由
が

丘
商
店
街
を
舞
台
と
し
て
行

わ
れ
、
商
店
街
関
係
者
ら
受

講
生
を
は
じ
め
支
援
す
る
専

門
家
ス
タ
ッ
フ
な
ど
約

名

が
参
加
し
た
。

　
講
習
会
で
は
冒
頭
に
中
山

雄
次
郎
　
自
由
が
丘
商
店
街

振
興
組
合
事
務
長
が
、
緑
化

事
業
や
地
区
計
画
エ
リ
ア
設

定
に
よ
る
景
観
維
持
な
ど
の

商
店
街
見
学
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
。
実
際
に
商
店
街
を
歩

い
て
回
っ
た
後
、
中
山
事
務

長
の
講
義
「
わ
た
し
だ
け
の

と
っ
て
お
き
を
探
せ
る
街
と

商
店
街
活
動
」
を
実
施
し

た
。

　
講
義
で
は
、
芸
術
家
や
文

化
人
が
集
ま
る
街
と
し
て
の

自
由
が
丘
の
街
の
成
り
立
ち

に
触
れ
な
が
ら
、
「
自
由
が

丘
の
〝
自
由
〟
と
は
〝
フ
リ

ー
〟
で
は
な
く
義
務
も
伴
っ

た
〝
リ
バ
テ
ィ
〟
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
」と
解
説
。


商
店
街
・
１
３
０
０
店
舗

か
ら
成
る
商
店
街
振
興
組
合

の
ス
ケ
ー
ル
を
活
か
し
た
Ｐ

Ｒ
等
の
対
外
的
な
事
業
展

開
、

商
店
街
ご
と
の
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
地
域
活
動
、

地
元
市
民
と
商
店
街
の
協
働

出
資
に
よ
る
街
づ
く
り
会

社
、
在
勤
・
在
住
者
な
ど
幅

広
い
若
者
が
参
加
す
る
商
店

街
青
年
部「
レ
ッ
ツ
」な
ど
、

多
様
な
組
織
・
人
が
主
体
的

に
活
動
す
る
こ
と
が
、
街
全

体
の
賑
わ
い
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
し
た
。

　
商
店
街
振
興
組
合
と
し
て

の
具
体
的
な
活
動
と
し
て

は
、
収
益
源
と
も
な
る
デ
ビ

ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の

商
店
街
包
括
で
の
取
り
扱

い
、
地
区
計
画
制
度
を
活
用

し
た
業
種
や
景
観
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
、
街
の
美
化
の
た
め
の

商
店
街
独
自
の
ゴ
ミ
収
集
事

業
、
２
日
間
で

万
人
を
集

客
す
る
女
神
ま
つ
り
な
ど
を

紹
介
。
大
資
本
に
よ
る
開
発

型
の
街
づ
く
り
で
は
な
く
、

小
さ
な
地
場
資
本
が
集
ま
っ

て
こ
そ
の
「
手
づ
く
り
の
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
街
づ

く
り
」
こ
そ
が
、
自
由
が
丘

の
強
み
に
な
っ
て
い
る
と
し

た
。

　
講
義
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
チ
ェ
ー
ン
店
に
対
す
る

商
店
街
加
入
促
進
策
や
、
若

者
の
参
画
促
進
な
ど
商
店
街

組
織
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
集
客
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
受
講
者
そ

れ
ぞ
れ
が
地
元
商
店
街
で
抱

え
る
問
題
な
ど
に
も
言
及
し

な
が
ら
活
発
に
質
問
や
意
見

交
換
。
と
も
に
抱
え
る
問
題

・
課
題
を
共
有
し
つ
つ
、
先

進
事
例
か
ら
打
開
策
へ
向
け

て
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
好
機
と

も
な
っ
た
。

◇
　
　
　
　
◇

　
商
店
街
リ
ー
ダ
ー
塾
は
、

秋
葉
原
本
社
（
千
代
田
区
）

で
は
７
月
～
９
月
に
、
多
摩

支
社
（
昭
島
市
）
で
は
９
月

～

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
て
実
施

予
定
。
具
体
的
な
参
加
者
の

個
々
の
課
題
解
決
へ
向
け

て
、
公
社
職
員
や
中
小
企
業

診
断
士
な
ど
専
門
家
ス
タ
ッ

フ
が
修
了
後
も
支
援
し
て
い

く
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
新

イ
ベ
ン
ト
の
創
出
や
商
店
街

同
士
の
連
携
な
ど
、
具
体
的

な
実
践
効
果
へ
と
つ
な
げ
て

い
る
。

　
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
概

要
は
以
下
の
通
り
。

▼
第
１
回

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
　
【
講
義
①
】
『
商
店
街

リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待
』

講

師
＝
東
京
都
産
業
労
働
局
商

工
部
地
域
産
業
振
興
課
課
長

　
阿
部
泰
之
氏
／【
講
義
②
】

『
快
適
で
居
心
地
の
い
い
街

を
目
指
し
て
』
～
若
者
パ
ワ

ー
で
商
店
街
の
活
性
化
推
進

～

講
師
＝
用
賀
商
店
街
振

興
組
合
理
事
長
　
小
林
弘
忠

氏
／
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン


自
己
紹
介
・
商
店
街
紹
介

▼
第
２
回

分
析
力
・
企
画

力
　
【
講
義
】
『
現
地
講
義

（
自
由
が
丘
商
店
街
振
興
組

合
）
　
わ
た
し
だ
け
の
と
っ

て
お
き
を
探
せ
る
街
と
商
店

街
活
動
』

講
師
＝
自
由
が

丘
（
振
）
事
務
長
　
中
山
雄

次
郎
氏
／
商
店
街
視
察
お
よ

び
商
店
街
役
員
と
意
見
交
換

▼
第
３
回

分
析
力
・
企
画

力
　
【
講
義
】
『
街
の
特
性

を
活
か
し
た
商
店
街
の
取
組

（
下
北
沢
大
学
他
）
』
～
多

様
な
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
街
の
活
性
化

～

講
師
＝
し
も
き
た（
振
）

理
事
長
　
柏
雅
康
氏
／
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
①

▼
第
４
回

分
析
力
・
企
画

力
　
【
講
義
】
『
現
地
講
義

（
北
品
川
商
店
街
、
青
物
横

丁
商
店
街
）
　
商
店
街
賑
わ

い
創
出
の
手
法
～
「
ま
ち
」

に
ひ
と
さ
じ
の
ス
パ
イ
ス
を

～
』

講
師
＝
㈱
し
な
が
わ

街
づ
く
り
計
画
代
表
取
締
役

　
佐
藤
亮
太
氏
／
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
②

▼
第
５
回

企
画
力
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
　
【
講

義
】
『
学
園
通
り
フ
ェ
ア
ー

に
よ
る
街
の
活
性
化
～
地
域


団
体
の
連
携
と
若
者
の
地

域
へ
の
参
加
～
』

講
師
＝

千
住
旭
町
（
振
）
理
事
長
　

遠
藤
章
氏
／
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
③
『
商
店
街
活
性
化
の
企

画
案
づ
く
り
』

▼
第
６
回

企
画
力
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
　
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
④
　
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
『
商
店
街
活
性

化
の
企
画
案
の
報
告
』

▽
学
習
交
流
会（

月

日
）

＝
２
地
区
合
同

受
講
生
、

卒
業
生
、
そ
の
他
商
店
街
リ

ー
ダ
ー
を
対
象
に
商
店
街
活

性
化
、
地
域
発
展
に
役
立
つ

内
容
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

▽
全
体
交
流
会
（
平
成

年

２
月

日
）
＝
２
地
区
合
同


各
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
実
践

活
動
報
告
、
情
報
交
換
／
修

了
証
授
与

　「
こ
の
５
階
建
て
商
業
施

設
は
、
世
紀
半
ば
に
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
最
大
の
百
貨
店

だ
っ
た
ん
で
す
よ
」。米
国
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
通
り「
シ
ョ
ッ
プ
外
観
ツ

ア
ー
」で
、当
時
の
チ
ラ
シ
片

手
に
語
る
テ
ネ
メ
ン
ト
博
物

館
ガ
イ
ド
の
ラ
イ
ア
ン
さ
ん

（
写
真
左
）。イ
ギ
リ
ス
移
民

が
興
し
た
小
さ
な
帽
子
店
が

百
貨
店
と
な
り
、そ
の
後
も

業
種
・
業
態
は
変
遷
し
つ
つ

も
外
観
は
当
時
の
ま
ま
。現

役
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
、多
数
の
店
舗
が
収
ま
る
。

　
同
ツ
ア
ー
で
は
、
伝
統
的

な
建
築
物
で
あ
る
通
り
沿
い

の
テ
ネ
メ
ン
ト
＝
長
屋
商
家

を
中
心
に
、
２
世
紀
に
わ
た

る
街
や
店
主
の〝
変
遷
物
語
〟

を
た
ど
る
。
ド
イ
ツ
移
民
の

サ
ロ
ン
は
中
国
移
民
の
食
材

店
へ
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
肉
処
理

店
は
衣
料
品
店
へ
、
銀
行
は

ホ
テ
ル
へ
。
現
在
は
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
誘
致
を
推
進
中
で
、

「
伝
統
的
な
長
屋
が
今
の
若

手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
に
意
外

に
人
気
」
と
か
。

　
通
り
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

支
え
る
の
は
、
自
治
体
の
お

墨
付
き
を
得
て
こ
そ
の
、
固

定
資
産
税
等
を
財
源
と
し
た

商
業
者
・
地
権
者
に
よ
る
Ｂ

Ｉ
Ｄ（
ビ
ジ
ネ
ス
改
善
地
区
）

組
織
と
、
歴
史
地
区
指
定
を

受
け
て
の
伝
統
的
な
店
舗
外

観
の
維
持
を
規
定
す
る
ル
ー

ル
。
時
代
を
超

え
て
保
全
・
維

持
す
べ
き
も
の

と
、
変
化
し
て

い
く
べ
き
も
の

、
移
民
国

家
と
し
て
育
ん

で
き
た
合
意
形

成
力
、
そ
し
て

多
様
性
を
プ
ラ

ス
に
活
か
す
機

動
性
が
、
２
世

紀
に
わ
た
る
賑

わ
い
を
支
え

る
。

外
国
人
観
光
客
か
ら
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
探
る

米
国
人
ま
で
、
多
様
な
参
加
者
を
集
め
る


